
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
正
宗
文
庫
の
研
究
」
（代
表

川
崎
剛
志
就
実
大
学
教
授
）

開 催 日 2023年 9月 9日（土曜日） 13:30～16:30

場 所 岡山県立博物館 講堂
（住所 〒703-8257 岡山市北区後楽園1-5 ※裏面参照）

講 師

講 演

定 員 90名

無 料受 講 料

申 込 方 法 事前申込制 先着順

①Eメール bunko.seminar@nijl.ac.jp

②ウェブフォーム https://forms.gle/BghCKZWCLRBRR83UA

上記いずれかの方法でお申し込みください。後日Eメールにて受講票を送付いたします。

Eメールの場合は、タイトルを「第3回正宗文庫セミナー申込」とし、本文に氏名、氏名ヨミ、メールアドレス

を記入し送信してください。ご記入いただいた個人情報は、当行事運営のために使用します。

受付開始 8月 1日（火曜日）

締 切 8月 31日（木曜日） ただし、定員になり次第締切とします。

共 催 一般財団法人正宗文庫、岡山県教育委員会、就実大学人文科学部

後 援 備前市教育委員会

主 催
お問い合わせ先

東京都立川市緑町１０－３
HP： http://www.nijl.ac.jp/
E-mail: bunko.seminar@nijl.ac.jp

基調講演

【演題】 「正宗家における学問の系譜」

県立広島大学名誉教授
いしかわ はじめ

石川 一

早稲田大学教授
にいみ あきひこ

新美 哲彦
【演題】 「正宗白鳥の『源氏物語』評価と

正宗敦夫の『源氏物語』蒐集」

和歌山大学准教授
ちょうふく かな

長福 香菜
【演題】 「「常磐会」と正宗敦夫

―井上通泰との関わりから―」

正
宗
文
庫
セ
ミ
ナ
ー

第
３
回

正宗文庫は、国文学者で歌人の正宗敦夫【まさむね・あつお、明治14年(1881)-昭和33年

(1958)、正宗白鳥の弟】が、丹精込めて蒐集した古典籍・文書・短冊類を中心として昭和11年

(1936)に郷里岡山県和気郡伊里村大字穂浪（現 岡山県備前市） に創設した文庫である。

所蔵資料は7,000点（20,000冊）余り、現在は財団法人正宗文庫（正宗千春理事長）によって

維持管理運営されている。

【参考】

深井紀夫(ふかいかずお)編 『正宗文庫所蔵典籍分類目録 郷土関係編』（正宗文庫発行、非売品、1995年）

正宗文庫調査班（小川剛生主編）「正宗文庫目録（五十音順、典籍編）」（『調査研究報告』29号、国文学研究資料館、2009年3月）

国文学研究資料館長
わたなべ やすあき

渡部 泰明

挨 拶 一般財団法人正宗文庫理事長
まさむね ちはる

正宗 千春

透かしは金光図書館所蔵の正宗敦夫原稿「ふぐらにこもりて」

お申し込みはこちら



国文学研究資料館共同研究「正宗文庫の研究」 （代表 川崎剛志就実大学教授）

第３回 正宗文庫セミナー

場 所 岡山県立博物館 講堂
〒703-8257 岡山市北区後楽園1-5

お問い合わせ先

東京都立川市緑町１０－３
HP： http://www.nijl.ac.jp/
E-mail: bunko.seminar@nijl.ac.jp

挨 拶

講 演

早稲田大学教授
にいみ あきひこ

新美 哲彦

「正宗白鳥の『源氏物語』評価と正宗敦夫の『源氏物語』蒐集」

正宗白鳥の『源氏物語』評価は低く、一方、弟の正宗敦夫は『源氏物語』関連書目を多数蒐集し、古典全集
のような当時の人たちが手に取りやすい形でその知見を還元していました。評論家の正宗白鳥がどのように
『源氏物語』を評価し、篤実な研究者の正宗敦夫がどのような『源氏物語』関連書目を蒐集したかを、具体的
に紹介します。

基調講演

「正宗家における学問の系譜」

県立広島大学名誉教授
いしかわ はじめ

石川 一

正宗家三代（鹿野
か の

・得
と く

・美禰
み ね

）にわたって姻族として嫁いだ、讃岐多度津
た ど つ

藩の岡田家について報告します。具体的

には、嫁の複数兄弟が但馬
た じ ま

聖人
せいじん

池田草庵
そうあん

（１８１３－７８）の「青谿
せいけい

書院」に学んだことに注目し、池田草庵と多度津

藩家老林良斎
りょうさい

の「陽明学」受容を踏まえて、正宗白鳥・正宗敦夫先生の精神性について考察します。 

和歌山大学准教授
ちょうふく かな

長福 香菜

「 「常磐会」と正宗敦夫 ―井上通泰との関わりから― 」

井上通泰は明治39年（1906）に森鷗外らと「常磐会」を結成し、通泰の門人である正宗敦夫の出詠歌は入
選歌として『常磐会詠草』に収録されています。また、敦夫が刊行した和歌雑誌『国歌』には「常磐会撰歌」が
掲載されています。「常磐会」と敦夫の関係について、正宗文庫所蔵『常磐会詠草』『国歌』等の資料を用い
ながら考えます。

講 演

一般財団法人正宗文庫理事長
まさむね ちはる

正宗 千春

国文学研究資料館長
わたなべ やすあき

渡部 泰明

正宗文庫所蔵『源氏物語』

正宗文庫所蔵雑誌『国歌』

8月 31日（木曜日）

締 切

お申し込みはこちら

透かしは金光図書館所蔵の正宗敦夫原稿「ふぐらにこもりて」


